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した い去なくもなし ¥0 イ
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官、!J，bJの最終な特 fにW{かれ、 I~[ i会議ゃうよ受者:を有していなかった。
こうして、公的な教育機IWに1'(に符絡されるポワテタニクの「全iち J
sector) と、 r!ι 1'1':;¥'の法人絡を得ている 1大学の「在、的吉1511JJ 
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1{) ~三 (2009 : 5b) によると、訴しいよの fl の l丘 {f~ 、は多 N~であり、 WIJ えは、ハンハー
イVA''? (J丸紅のリンカーン jぐ子)で[之、日出 h 数行委民会の l;f~ ~~~{ ) Jを拾したままの太
"t 訂悼となった j のであるの (1 治の!支いについては、 ~~IIJ 主( (2014) 子ギリスのj.:_
土.jJ.ì 絞め転停による自 (1!~'I'J: .J0打点 j，\':;;:でも、訂しく l議じられているの
4 
イギリスにおける法問 ì'.休の法 ~')i 主主 J;x
であるc クラーク(Clark) によると、「企業家大学とは、自己責任で自らの事
業の実施 )j法を ~il J新することに稿者山切に lfx.り主11 む 1 11 ) 機関のことである口クラー
クは、イギリスの企業家機関の一例として、ウォーリック大学のi民主1を紹子「し
ている。この大学は、 198011:!J'，[のよ ~~J~: ネíI山UJ 金の干大 llm\ な削減に対応するために、
J日中Ji~i問Jの立に努めた。例えば、工学分野で、の jì'1医学連携を奨励し、ロールス・









)(':rJ (BPP Universiiy)、1"iLー科大学J(Universiiy of Law)、リージェンツ・ユ
ニパーシティ・ロンドンがある。例えば、 BPP大学は 1992{I三にお別交したI"BPP
it科大学院J(BPP Law School) を起源とする株式会社 ¥'J.大学である。 2007年
に学校J受与作を「村正常:W/d (Privy Council)に花、められ、 2013年に大学の称号
をHJ'.、る権利を{!j-た 1:'0 1見イI~は・統合学・ 1州連学分担?などの専|円 J[i故県112
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U) 十J11(2010: 15) のl淀川によれば、イギリスにおいて、 1r A:"t.Jl (University) 名称を
f<1~川オるためには、 1992 11:~Wわtié . r~;lj 等教育 i1; (Fur!her ancl Higher Eclucation Act 1992)第
76 条に jiLつ、さ恒常院のd、 11]' が必要で、ある。 r大 i?~ ~〆r{;r を f屯J!Jできる機関となるためには、
ト1'~~('fì''t 1 ，U (!augh! clegl司ee)ほう十1¥をのーすること、@フルタイムJ央t1:で4，000人以 1'.の
ん手教ff.虫干I!のJ下'1:.がイF"tしていること、。〉、!?該セクターとしての良IJ-Y-なガパナンスの以
l!IJ への l'j~J.，z，:を;社Flリ!できること、の 3 つの安1'1ーを ;I:，:j たす必t5がある J (村 1[1'(樹 (2010)1イ
ギリスの}，:_";;:・ ''/:1'/:ili I J)支・イングラン v を 11 1 心によ大学長Hllli' 学{川受う機fll~ (綱引 1"/:1立
とよ"/: イギリス・フランス・ドイツ・アメ 1)カ. 11 本の比 '1引i)[究 ~ili'f J、13-91)。
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Business School)の立と、 iL¥lJi IJI1*カ，与する i法科太学J of 
Law) の 1枚、・4i交ある。また、 2001il三にシティ大学訂ンドン (i!l大学)の
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'1 j 11:のオックスブリッジでも、 i支ι、ij初から法学問述の学部があり、教会
やローマ Û~が教えられていた。ところが、裁判所の判例のもiiみ市;ねで発出して
きたj，q1人ULである「コモン・口一J(coml1on law)の品:かいがオックスフォー
ド、大 J、/:で初めて公式に l認められたのは、 1758イrのことなのである。しかも、






なかったためである 2li。このため、のイギリスにおける d~官接 J!.X:は、 ~L I，'，'i 
/.J体が長信:JW.J当日-，寸一る、 r-fL W/l~}U (Inl1s of Court) が到(，日す一ることになるの
(2) 法曹焼の設立




2(j) i;，~lll :.1:ti， (1970) ['イギリス近代 il;);':教育の Jl~l& ( '.) J [1，;]'ーよ汁、l:iL学 21 (4)、1-28(I 0 
27) 大木雅夫 (1987) 1イギリスにおける i);'，"片"
lロ2引921乍i十二党抗布iの!ドIqハ!令;状lリ伏)丈i川カがf九L 、γ/つJ までで、効 j刈J を 7党u;糾仰;1市I( していたカか、について{はヰイ不~Iゆ川り川jであるが、 19 lIt紀
段、ii{こ人;';':がiL'，"ij':tI!.X:に問jわる，:Aみを繰り返した 'jf-'j~を踏みると、この 11，\'l UJ までには失効
していたと与える )jが，'，fだであろう。よって、 1975{I:のiL'，l'ijf成山 jl，'}で)¥:'?がiL'，"i:i:t!J.¥(に
お[み込まれるまで、日~ '，11/1 ，11 体がiJ~ '，1/主!Jえを独，'iしあUtられたのは、 1'1r.令;Ikによる効)jで
守られていたと1.、うより、;1:，，"，'ト1本nらのuxifi)Jで守り杭けたというほうがiI守しいのでは
なかろうか。




ばれるほどJ& 'FIJ こが相次ぐ 11寺流であったため、実用的な d~1~t知識だけで、なく、
一般教養も教綬する法百li;eに i一二流階市立は自らの子弟を競って入学させた口この
ため、 'Ji1時の ä~ I犯の名戸とつりJ水準はオックスブリッジを凌ぐほどであっ
fこt(}jo
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れているの irネ1は、/]イネ与 (2010) こん会 I!11'述;こ誌がした.~千 j七社新;号、 156-
18:~ 、を参 11刊のこと
34) IV!aute， Juくlit七、L.(200:{)“Alicc' s Advenlulでち Wonclerland 日'climinary}{elぞctlonson 
lhe HiちIOry()f I1訳、 Spli! L己記 ProfessIonand rhe Fusion Debale 1000-1900 A. D."争
Fordhαm Law Review. 71 (4)，135アー1371.

















れ 11，Íj[日 IJ に n~ 曹養成を +11_ うこととなる。 角弁1護:土iト上一二iI
夕一の資十特各認定 .f懲訟戒機能をi取良り l上:げて、それらを弁護士評議会の責務とし
たー 方で、 1811:紀頃から低 iとしていた法12院の教育機能の再強化に着手したo




36) Maute， Juclith， L (2003) op_ cit 
37) ただし、2007J， I~の法改 i↓ーにより、パリスターは代 j"l!人になることが認められ、ソリシター
(ま j-_f'J:のl&，:'IJijiでの弁itu1'(対fitめられた。ハリスターとソリシターという名称は存続して
いるが、彼らの分業はJ/_{r:では1愛l味なものとなっている。
38) 130011， Anclrew ancl Webb， Julian (2008) --rρgal Eclucation ancl Training in Englancl ancl 
Walεs : I3ack to the future?" ，Journal 01 Legal Education， 58 (1)， pp_79-118_ 
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のよ多数は
をJ守ちかけることもあfこO よ jlJi 
協会は大とのにfJZヒ1'1なであったれ例えば、ワンドン大学の法学部{之、






はへの移行J~J にふ号、カリキュラムをより学問J i'l0~='Hr I! J
た内容に止めるが見られたためである日 o 加えて、古川によると、














40) Ibid， p.88. 
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Practices : A Cumpam.tIve Studyをむxforc1: SymposIum 













き ~L ることはな吉、ったね) しい
に受け入れるのは、 19711i三に公布された
_j (Report of the Committee 011 Education、才一
や も た:段階にするという提案がな























過去において専門職から大 f手:を I)'(~ 分してきた、学問的 (academic) と職業












1980 年代までのイギリスにはJ去科大学院は ftl'~ かに 21交しかイ下{，:しなかった。
その21交とは、前述した弁護 の 1去(1967年に 1nnsof Courtを
Inns of Court School 01' Lawに改称)、およびj去間協会の「法学カレッジJ(College 
ofじ川、 1962{r: に法学校を発反i'1~改組、 20121j三に Universityof La¥ν に改称)
45) 1k々木市¥-(19T:l) 1イギリスの大学法学教育 19711r: i''Y去学教育委民会報 iiti則前{介~.l
n~'{~ i'r k ";':、i):午:t¥l¥iiJI究中己記J31、105-1421'。
46) Ibicl.，] 37 ({。







(Lεgal Practice Course : LPC) が1993年に大学にIj/'J放され、続けてj去許iblが





学の「ノッティンガム法科大学院J(Nottingham Law School) を挙げられる口
この法科大学院は、 LPCを1993年に、 BVCを1997iドにそれぞれ開請した。そ
の上、学士課程で、法学以外の学二I~..号を取得した学生に法科大学院への進学を認
めるバイパスコースといえる、「法学デイプロマJ(Graduate Diploma in Law 








営利機関が設立した法科大学院の例には、持株会社 BPPがj1]1'営する BPPìi~ 
科大学院がある。 持株会社 BPPは19761，1'-に3tlの出資者によって設立された
教育産業の営利企業で、 1987年にロンドン証券取引所に上場している。この
企業は 1992年に BPP法科大学院を創設し、その l年後に LPCの提供を開始し














2014'W2)j 0)1時点で、 i} '¥ 1)スタ
Course : BPTC、20101，1:，に BVC
りで為るつ IliJじ/.(で、「ソリシタ





















S~Ìi I& (ITI!j') 
その逆に /r~中l機関は、なぜ法科大学:院の設置に前向きだ‘ったのだろうか。また、

















という i市HJ場坊へσの〕川) J故泣大の参入 1\1向怖号埠一章日立~f.出叩畦:&で、あつた営利機!閑立羽j にとつて、 魅力的なことで
あったりまた、既存の法科大えを述位する弁護議会や法iFJ協会が(会長
の利益確保 .~)t 大を故終日(1<)とする)営不IJ機関であり、かつ、二つの機関が
48) ，)ご務JμUE教育の千Ef) ))にIY;)する;調子tM究プロジェクト (2005)Iイギリスおよびドイツ
における山刊誌!釘I;J/立の調子日己鈷J(j'~:-íL fit 1行IHi)、:3fi。
49) BPTC を jl~ fしたうよ:/1:にPostgraduateDiploma in Bar Practice カ人 LPC を 11~'f したう;:/1:
に Postgrac!uateDiploma In Legal PracticeがそれぞれJ受lj-される。これらの学(立はら;MUI句




























1校 (Universityof South "町ales、元 Polytechnicof Wales) しか存在しなかった
ために、 l巨大学が法曹養成を在!わざるを得なかったので、ある。
50) BPP 大うよ占lijIU，¥J在、 2013-(ド9)J23 1:
51) Boon， Anclrew and Webb， Julian (2008) op. cit.， ]).84 
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